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読書の樹木を育てようプロジェクト！ 

以前の図書委員会で図書館の活性化の話し合いが行われ、そこでいろいろなアイデアが 

    出ました。その一つとして考えた企画が「読書の樹木を育てよう！」。本を読むことと植物に 

水をやることは似ています。毎日少しずつの水やりがやがて大きく花を開くことになります。 

毎日の少しずつの読書が、少しずつ皆さんの知恵や知識になり、やがて大輪の花を咲かせ 

ることでしょう。 

この企画は１．２年生、I組が対象です。期間は１月１５日～２月末。本を借りた数を葉っぱと 

してクラスの樹木にシールを貼っていきます。クラスの仲間のみんなで本を読み、樹木に沢山 

の葉を茂らせましょう。担任の先生も巻き込んで本を借りにきてください。図書館の廊下に 

掲示してあります。 （I組は生徒数が少ないので、１冊につき２枚のシールを貼ります）   

             

 

             

 

 

                                

新着図書一覧☚今年度はこれが最終の新しい本になります、たくさんのリクエストありがとう！ 

 

 

                                                                                                                           

                                                          

                                                        

 

 

 

                                        

 

                                                                                                                           

 

 

 

 

二中図書館だより 

ひとり 1冊借りるたびに 

クラスの木に葉を貼ります 

たくさん本を借り

ると、生き生きと

した若木に！ 



人生の転機となっ
た年齢をキーワード
にひもとく 

 

 

 

📖 ２月の特設コーナー                    答 清少納言（せいしょうなごん）  

紫式部は平安時代中期の女流作家。天皇の后に和歌や漢詩などを教えていました。あの有名な長編小説『源氏 

物語』を書き、宮廷でとても人気があったようです。今月はその紫式部に関する本と称して、平安時代も理解できる本 

をそろえてみました。歴史                                や国語の授業がよくわかり楽しくなること 

でしょう。読んでみてね！                                 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“夜をこめて 鳥の空音ははかるとも 世に逢坂の関はゆるさじ”百人一首にもある

私の句よ。私は平安時代の作家。『枕草子』を書いたわ。皆、知っているでしょう！

私は天皇の后につかえていたのよ。今年の大河ドラマは私のライバルが主役なの

よ。２月の特設コーナーも彼女よ。もうっ!!さて、私は誰？           答えはどこかにある                 

 紫式部に関する本 

百鬼夜行の平安時代。
都を魔物から守れ！難
敵に立ち向かう安倍晴
明はいかに？ 

文学少女は主の藤原道
長から物語の女房を命
じられ・・・ 

緊急特設ミニコーナーもあります！ 

地震・防災についての本をそろえました 


